
きかいとうけ

が信号灯の前回lになるようになっている。これで夜間の信号を

#!.示する。取扱者がてこを扱ったとき ， 11((災に動作したかどう

かを確認することになっているが，イ主IMHi ~見 H見鋭によ っ て確認

する。すなわち腕木か水平のときは信号灯の背聞をそのままと

し ， 大なる白光，腕木が 45。降下したときは灯の皆函を被っ て

小なる白光となるようにな っている。

信号機を定位に復するには， てこを定{立にもどせば， ワイヤ

に加えられていた強力がゆるみ，ウ エート の重さのために ウ エ

ートリパーが回転し， したが っ てエス ケープクラ γF も回転し

て元にもどる。 腕木も表眼鏡の:方が重 く できているので水平に

もどる。

2 条鉄索式信号機では， 信号慢を反位にするときは引き線を，

定{立に復するときはもどり線を ， ともに号 |いて動作させる。動

作は 1 条式とほぼ同じで，エスケー プクラ γ 17 ， ウ エートリパ

ーのかわりに，安全装置と鉄索ID，\j車主総とがある。安全装置はア

ップライトロ ッドを介して腕木に，

もどり線は損(こう)かんの滑"lïを

経て安全子に，引線は安全かんの

端に結ばれている。 2 条のワイヤ

はともにてこに耳立付けてあるので，

て こを反位にするともどり線はゆ

るめられ， 51 g-線はその反対に5 1

っ '1.&られて安全装置は回転して， ~.J ~ 
ア ッ プライトロッドを抑し上げ 3 安全 装置

腕木を下向 45。に降下させる。てこを定[立にもどすと ， もどり

線は号 | っ 張られ， 引線はゆるめ られて安全装訟はが!と逆に回転

して，旧位世に復し腕木も定f立となる。

安全装li1は信号ワイヤが切断したときに ， 常に信号機に安全

似IJの現示をさせるためのもので， ワイヤの切断した場合には，

定位でも反位でも安全子と掛金の引掛りはただちにはずれて腕

木を定位に保つ。

欽オ;調整7Îifは安全装訟を完全に働かすためと，気温の変化に

伴なうワイヤの伸縮を自動的に調獲して， ワイヤの張度を均一

に保つ役目をするものである。

信号ワイヤの延長が長くなると ， その1'"縮によ って調整が困

:i!11になり，またてこの動程が信号腕木に伝わり に〈く なるので，

背iì!i l 条鉄索式はてこからの~g艇が近い場内あるいは出発信号

機に用いられ 2 条鉄ヨミ式は主として距離の遠い途方信号機に

使用される。

その現示方式はつぎのようである。

場内信号機および出発信号軽量

昼 間 夜間

停止信号 腕水平 赤色灯

進行信号 腕左下向 45。 緑色灯

遠方信号儀および通過信号餓

昼間 夜間

注意信号 腕水平 燈黄色灯

進行信号 腕左下向 45。 緑色灯

機械色灯式信号機は腕木による信号貌示が認識しがたい場合

に設けられ， 昼夜を通じて色灯により信号を現示する。 機構は

l 条鉄索式信号俄，あるいは 2 条鉄索式侭号織とほとんど同じ

で ， 奥なるのは表眼鏡および信号灯だけで， 表眼鏡は腕木のな

いものであり ， 信号灯は灯絡が左右 ・ 上下に向きを調整し得る

ようにl民十l けられる。灯$i'i内には鋭問地(ほう)物線の反射鏡

が取付けられ， その焦点に集中繊条式の電球がI反付けられる。

それでm球から発する光線は反射鏡によ っ て反射して， 平行線

とな っ てn tíl前而より 射出する。なおこれに背板およびひさし

がJb(付 け ら j して いる。 てこを倣えばその巡動は 1 条のワイ ヤま

たは 2 条のワイヤを介して信号機に伝わり ， 表眼鏡を ílliJf'l' させ

て昼夜とも緑色灯あるいは赤色灯(または店主黄色灯)を点じi並行

信号ある いは停止信号(または注意信号)を#!.示するのである。

故者がてこを倣 っ た場合，動i乍を確認するために反射鏡の中心

部には穴があ って，背面の手L白色ガラ スを照射して背商光の役

目 を*すようにな っている。昼間は '}{I眼鏡に白色長方形板をつ

けて ， 水平 と上向き 45。の位置で信号現示を確認するようにな

っている 。 電波関係は交流 lOOV を lOV に降し， 金属整流慌を

用いて送電のある場合は蓄電池に充電すると 同時tこ点灯し，送

電のない聞は蓄電池から点灯するようにな っている。

現示方式はつぎによる。

i品内信号俊および出発信号機

昼間 夜間1

停止信号 赤色灯 赤色灯

進行信号 緑色灯 緑色灯

迷方信号後および通過信号後

注意信号 t畳策色灯 燈黄色灯

進行信号 緑色灯 緑色灯

fti械灯 列式信号践は信号E見示を灯の配列位↑位でE見示し，その

取扱いを後械的に行うものである。その榊造の大裂は， 鋳鉄製

の信号座の上に円板わくが取付けられ， 信号てこ を 反位にす

るとワイヤは信号鹿内のつる巻発条を圧縮しながらエスケ ー プ

クランク を動作させて， 円板わく内にはめ込まれている円紋を

回転させる。信号てこが定位に復するとつる巻発条は反発して

円板を元の {立i丘に復させる。

円板わ く 内は灯箱にな っ ていて ， 中央に'i[:ej(が固く取付け

である。昼間は点灯しない。 円板は表災丙 II\lJにあ っ て ， 表円仮

には円形ガラスが 2 倒，袈|司板には乳白色の長方形ガラスがは

められている。表のガラスは入換信号機では乳白色，入換機器官

では淡紫色である。 E見示方式およひ.表示はつぎの通り である。

入j央信号後

昼間および夜間

停止信号 白色灯列水平

進行信号 白色灯列左下向4五 。

入j央標識

線路がIJ日通 していない とき

淡紫色灯列水平

線路が開通しているとき 淡

紫色灯列左下向 45
0

ただし昼間は点灯しない。(鎖国敏夫)

きかいとうけい 機械統計 統計会計総械を も って苦手孔(せん

こう)記録を施した特殊なカ ードを媒介物として， 一巡の機械設

備による機械的運行を通 じて ， あらゆる極類の事務を自動的に

迅速， 正確にかつ経済的に処].'J!する高度の事務処麹!組織。この

組織には レミントンランド式統計会計僚によるものと，イン タ

ーナ ショナノレビジネスマシ γ (アイ・ピー ・ エム式統計会計後)

によるものとの 2 磁類あるがいずれも大同小泉でその利用目的

は同じである。すなわち穿孔カードをあらゆる践械的事務処理

の根源として使うのであるから，この組織を適用する場合には，

まず俄械化の対象となる各極の事務内容を最小の単位にま で分

析した上で，事務処].'J!に必嬰な事項を収録し，これらをカード

間上に配位して詰式を設定するものである。 この場合数量・金

綴等の数字項目はそのまま記録し，この計算事項以外のものは

原HlJ としてすべてコード(符号番号) 化してカ ー ドに穿孔の形
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